
























タイ国における日本語教育は年々規模を拡大し， 1989年 1月の調査では学習者は 13機関で2




* IKUTA Mamoru : 国際交流基金パンコック日本語センター主任教育担当講師．
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いない者，教授経験の深い者， 日本語運用力が著しぐ低い者を除き， 44名を選考し， これを参加
者の希望により， 2つのコースに分けた. (Aコー ス： 4/30-5/6,B コー ス： 5/13-5/19)
参加者の所属機関，教授歴，学習歴等は以下の通り．
参加者数：男7名・女37名計44名
年 齢： 20代17名・ 30代16名・ 40代10名・ 50代1名 （平均33歳）
所属機関：総合大学 17名 (38.6%) 中高等学校 9名 (20.5%）巴
教員大学 9名（20.5%）且 その他 3名（ 6.8%)<1 
高等専門 6名（13.6%)b
地 位：専任39名・非専任5名
日本語教授歴：一年未満 11名 (25.0%) 三年以上 20名 (45.5%) 
三年未満 13名 (29.5%) 
日本への留学経験あり： 18名 (41.0%) 
日本語国際センタ｝の研修会への参加経験あり： 5名 (11.4%) 
日本語能力試験： 1級 3名（6.8%) 3級 11名 (25.0%) 
2級 3名（6.8%) 4級 3名（ 6.8%) 
地域別参加者：パンコック及び近郊 29名 (65.9%) 
東北部 7名 (15.9%) 
北部 6名 (13.6%) （内チェンマイ 5名）
南部 2名 ( 4.6%) 
a 大学（mahawittayalaai）が大学省の管轄にあるのに対し，教員大学（wittayalaai
khruu）は教育省の管轄にある．





































① 1. 音声学の基礎 4. 母音の無声化
2. 日本語の音素 5. アクセント
3. モーラとシラブJレ 6. 指導の方法
文字指導の方法 2 ひらがな・カタカナ・漢字の指導法について考える．
（講義 I・I) ひらがなの指導 3. ロ｝マ宇による指導
② 2. カタカナの指導 4. 漢字の指導
文法指導の方法 4 初級授業において指導上問題となる文型・文法事項をとりあげ，その
（講義 I・I) 指導法について考える．
③ イマスとアリマス 5. 動詞の活用
2. コソアの用法 6. V ています／ V てあります










⑤ 1. 授業の流れ 4. 視覚的技法
2. 最初の授業 5. おりがみで教える
3. 授業の準備 6. 歌で教える
翻訳の技法 日夕イおよびタイ日の翻訳を行う際の技法について講義，演習を行う．
（講義 II) 日本語とタイ諾の語JI慎 2. 新聞の翻訳
⑥ 
日本語の会話 1 あいづちを例にあげ，日本人の会話の特徴について考察する．
（講義 II) あいづちのことば 3. 非断定と回避の論理
⑦ 2. 相手中心の論理
まとめ 1 l総復習






































役に立った 32 面白かった 2 




難しいところがあった 9 意見交換の時間がほしかった 4 
















文法 21 テスト作成 3 模擬授業 2 
教材・教具 12 発音 3 日本文化 2 
教室活動 8 作文・手紙 3 聞き取り
教授法 7 タイ日語比較 3 日本語の知識
読解 6 語葉 3 （教師向け





















1. 日本語の音素・タイ語の音素 4. イントネ｝ション





























1. 二つのテスト 5. テストの実施
2. テストで測定すること 6. 事後処理
3. 問題の形式 7. 評価の方法























































































































国際音声記号（IPA:International Phonetic Alphabet) 
2. 日本語の音素














3. モ｝ラとシラブノレ mola and syllable 
イ） モーラ（拍）ー音を時間的に区切った単位． 1つのモ｝ラは同じ長さ．自然（しぜん）な日本語を発音す
るうえでとてもたいせつ． とくに，特殊音素も 1モ｝ラとることに注意（ちゅうい）．





短音節（たんおんせつ） -V, CV, CSV ア カ キャ













例） present-present, object-object. 
ロ） 高さアクセントー高さで意味（いみ）がかわる．
例） ロiaa ロ1aa maa maa 釘1aa






ii) 中高型（なかだかがた） ｝ 起伏式（きふくしき）






















































































































































文化 なっとう etc. 
＠学習者がどのくらい理解できたかの確認．
＠場面や状況を設定するとき．
（あなたはいまはなやさん同ています さいふのなかには2せん山ります
はなやさんにねだんをきいて，はなをかつてください．→タイ諾で．
3. 教師の役割
イ） 正しい詩葉・文型を呈示する．
ロ） 学習者を指示し，導く．
ノ、） クラスを組織する．
ニ） 学習者の活動を円滑にさせる．
ホ） 学習意欲を喚起する．
へ） 学習者の心理的な抵抗をとりのぞく環境設定者．
ト） 学習者のカウンセラー．
［問題］ 教師の役割として，他にはどんなことがありますか．
また，あなたが考える「いい先生J とは，どんな先生ですか．
